
普及活動情勢報告（令和 3 年 7 月分）
中央東農業振興センター農業改良普及課

令和４園芸年度の取り組みについて ～シシトウ４部会役員会～

次作に向けた取り組み
について協議

７月１日、ＪＡ高知県南国営農経済センターにて、シシトウ４部

会合同の役員会を開催し、生産者６名が参加しました。

ＪＡからは、販売概況や次作から取り組む事項（品種、ＩｏＰ、

ＧＡＰ、ＳＮＳなど）について報告しました。

農業改良普及課からは、次作試験予定の非辛味シシトウや女性農

業者を対象とした料理動画作成などについて報告しました。

参加者からは、「出荷規格に対する意見を県域部会で共有してほ

しい」、「非辛味シシトウができて、学校教育に生かせれば面白い」

といった声がありました。

農業改良普及課は、ＪＡ及び部会と協力してシシトウ産地の維

持・拡大に向けて取り組んでいきます。

シシトウ新規就農者との面談

次作の計画について

新規就農者と面談

７月中旬にＪＡ南国営農経済センター及び中央東農業振興センタ

ーを会場にシシトウの新規就農者４名と面談を行いました。

面談には中央東農業振興センター職員とシシトウ担当の営農指導

員が参加し、今作の反省点と次作に向けた改善策について話合い、

次作の定植までのスケジュールを共有しました。新規就農者からは

「今年は病気にやられたので年内は定期的に薬剤散布し病気が出な

いようにする」、「初期収量を上げたいので施肥設計を見直す」な

どの意見が出されました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携しながら、新規就農者

の経営安定に向けた取り組みを支援していきます。

夏場の管理できれいなユズを～物部柚子生産部会夏期管理講習会～

夏期管理講習会の様子

７月 10 日に物部柚子生産部会が香北町と物部町にて夏期管理講
習会を実施しました。

農業改良普及課は摘果や不織布（サンテ）被覆、これから気をつ

けたい病害虫などについて指導を行いました。摘果は隔年結果を是

正するために必要であること、不織布（サンテ）被覆は日焼け果を

防ぐとともに、果皮が滑らかになるため、最上級規格である平箱出

荷への極めて有効な手段であることを周知しました。生産者からは

「今まで不織布（サンテ）を掛けていなかったけど、早速掛けてみ

ようか。」など、夏期の管理について前向きな意見が聞かれました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、日本一の青果ユズ

産地の生産安定に向けて支援していきます。



ピーマンいっぱいとれたでー！～小学生の収穫体験を実施～

収穫体験の様子

６月 24 日、赤岡小学校２年生、吉川小学校１、２年生の計 23 名
が香南市のピーマン農家のほ場で収穫体験を行いました。昨年はコ

ロナ禍で実施できず、１年ぶりの開催となりました。農業改良普及

課は、事前にピーマンの育て方や収穫方法を説明しました。

児童らは、｢赤ピーマンがとれた！｣や｢頑張って 200 個とる｣と言
いながら、休憩時間ギリギリまでピーマンをとり、また、休憩後に

は走ってハウスに戻っていました。収穫を手伝ったピーマン部会員

からは｢子供達が楽しそうに収穫してくれてうれしい｣といった声が

聞かれました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し食育活動を支援して

いきます。

優良種子の確保に向けて～水稲採種ほ場審査～

ほ場審査の様子

７月９日及び 14 日に稲生採種組合の水稲採種ほの審査を実施し
ました。

ほ場審査では、看板の有無、異品種の有無、特定病害やその他病

害の発生状況等を審査しました。全てのほ場で看板が設置され、特

定病害の発生もありませんでした。今年は梅雨入りが早く、いもち

病の発生が多かったことから、多くのほ場でいもち病の発生が見ら

れています。また、生育はよく揃っていましたが、雑草が発生して

いるほ場が見られ、抜き取りを指導しました。審査結果の報告に、

生産者は納得の様子で、収穫に向けて気持ちを新たにしていました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、優良種子の生産安

定に向けて支援していきます。

「IoPクラウドに係る出荷データ等提供同意書・農薬適正使用の誓約」についての説明会開催

同意書の説明会

７月 12～14日にＪＡ高知県協力のもと、イノベーション推進課か
ら講師を招き、香南市、香美市、南国市でのべ７回の説明会を行い、

生産者 39 名が参加しました。
生産者からは、「出荷データが集まると何が出来るのか」、「デ

ータ測定機器の機種が同一でなくてもデータ比較が可能か」、「ク

ラウドにつなぐためにハウスに必要な機材はあるのか」という声が

ありました。また「IoP クラウドが構築できたら、便利で、楽しい
農業となる」という声もあり、早速署名をいただきました。

農業改良普及課は今後、説明会に参加していない生産者に対して

個別巡回、部会の勉強会、総会等で IoPクラウドの取組みを説明し、
同意書の署名をお願いすることにしています。


